【３年】　１１月 総合：各クラス
	時間
	内容
	教師の動き

	導入

３分


	①前回は「アフリカ」と私たちの生活のつながりを考えました。
②振り返りを読みます。
途上国の苦しさの上に、私たちの生活が成り立っているのを知りましたね。こんなにもアフリカが輸出しているのならアフリカは豊かであるはずなのにそうではないのは何かがおかしいのではないか、フェアではないのではという考えが出てきました。
世界の不平等さをさらに知っていきましょう。
	★振り返りを配布する。


	展開
４０分


	③今日は「熱帯雨林」について学びます。
④みなさん、「熱帯雨林」についてどんなことを知っていますか？（熱帯雨林は消失していっているなど、答えさせる）
⑤世界の森林の増減を表す地図を見て下さい。
・赤いところは森林エリアだけども消失が進んでいるエリア。
・赤道付近に存在する熱帯雨林エリアに赤い部分が集中していることが分かる。
★今日は熱帯雨林のことをさらに知っていきましょう。
⑥まず「熱帯雨林クイズ」！
・Ｑ１～３を解きましょう。→答えと説明

⑦さらに。「熱帯雨林クイズ」！
・Ｑ４～５を解きましょう。→答えと説明
⑧さらにさらに。「熱帯雨林クイズ」！
・Ｑ６を解きましょう。話し合ってもよいです。

⑨考えついた人？何も思い浮かばなかった人？
★ひとしきり出し合った後、ポテトチップスを出して･･･
「熱帯雨林と関わりのあるものは、これです！」
⑩「熱帯雨林と関わりのあるもの」の例をプリントの裏にのせています！
カップ麺、ポテトチップス、チョコレート、クッキー、
マーガリン、シャンプー、リンス、歯磨き粉、洗剤.....
など、たくさんあります！

⑪熱帯雨林と関わりのある原材料名に色を塗りましょう。
・植物油脂（※ただし大豆油は違います。）
・乳化剤 ・マーガリン ・ショートニング ・パーム油

⑫共通点は･･･「パーム油」と記入してください。
⑬資料を配付します。
⑭資料を音読していく。

	★世界の森林の増減図を掲示する。
★実物を出せたら出す。
⑩～⑭ 熱帯雨林に関わりのある製品、パーム油を原料とする成分、パーム油についての説明（油ヤシプランテーション、生産量・消費量の推移など）は開発教育協会「パーム油のはなし－地球にやさしいってなんだろう？」に掲載されている。
★資料を配布する。
「ゾウの森とポテトチップス」という本もよい。
著者：横塚眞己人
出版社：そうえん社、2012

	まとめ７分
	⑮自分たちの日常生活が熱帯雨林の破壊に、こんなにも関わっているのですね。
⑯今日の授業を通して、感じたこと、考えたことを書きましょう。
	★シャンプーを使ったことない人？などと聞いて、自分たちの生活が熱帯雨林と密接に関わっていることを確認する。



★指導内容のポイント





「自分の生活とのつながり」を実感させる。「自分事」として実感できるように。








